
 

  

 

 

 

 

 
 

学校図書館教育の課題 

                  現職研修委員会学校図書館部部長 

                     東海中学校 中村 公治 

 

 

新年度が始まって，２か月が過ぎました。新入生も落ち着いた学校生活が過ごせる

ことになったのではないでしょうか。本校でも，昼休みの時間に図書室に足を運ぶ生

徒が増え，うれしく思っているところです。 

私事で恐縮ですが，私は今から 30 年ぐらい前に初めて図書館主任となり，併せて

世話係として 10 年程度，学校図書館部の仕事にかかわらせてもらいました。先輩方

に刺激を受け，稚拙ながらも様々な実践に取り組んだことが懐かしく思い出されます。 

 一昨年度から再び学校図書館部にかかわることになりました。戻ってみて感じるの

は，以前と同じように熱心に実践をされている先生方が多いということです。これは，

岡崎の学校図書館部が誇れる伝統だと思っています。 

一方で，具体的な実践内容は多様になってきています。小学校の読書指導では，ブ

ックトークやストーリテリングなどの多様な手法が取り入れられるようになり，子供

たちの読書活動の幅が広がってきています。中学校では，朝の 10 分間読書などの取

り組みの成果もあって不読率は著しく低下しました。統計的にみると読書時間も以前

より確実に増えているようです。しかし，自由読書の内容をみると疑問を感じるとこ

ろがあります。多様なメディアが増えた影響かもしれません。これからは，読書の質

を高める視点がいっそう重視されるべきだと考えています。 

特に変わったのは，「学習・情報センター」としての役割です。インターネットの

登場により，その在り方が大きく変わったと感じています。利便性の高い電子情報と

従来の図書資料をいかに融合させて効果的な学習支援を行うか。ＩＣＴ教育との連携

という視点が，これからの学校図書館教育の課題になってくるのではないでしょうか。

さらに，新たに「心の居場所」としての学校図書館づくりも求められているようです。 

それぞれの学校の実情や子供の実態は違うので，その課題も違っていて当然ですが，

図書館主任の先生方は，自校の学校図書館のビジョンをもって 

対応してほしいと願っています。岡崎市では，各校に配置され 

ている教員補助者に学校図書館業務を手伝ってもらえることに 

なっています。この制度も有効に活用し，各校で必要とされる 

学校図書館の実現に向けて一層努力していただけることを期待 

しています。 
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＜小学校低学年＞ 
「ボタンちゃん」          作：小川 洋子 絵：岡田 千晶（PHP 研究所） 
「ひみつのきもちぎんこう」    作：ふじもと みさと 絵：田中 六大（金の星社） 
「みずたまのたび」        作：アンヌ・クロザ 訳：こだま しおり（西村書店） 
「アリとくらすむし」       写真・文：島田 たく（ポプラ社） 
 

＜小学校中学年＞ 
「二日月」            作：いとう みく 絵：丸山 ゆき（そうえん社） 
「さかさ町」           作：Ｆ.エマーソン・アンドリュース 

 絵：ルイス・スロボドキン 訳：小宮 由（岩波書店） 
「木の好きなケイトさん」     作：H.ジョゼフ・ホプキンズ 絵：ジル・マケルマリー  

訳：池本 佐恵子（BL 出版） 
「コロッケ先生の 

情熱！古紙リサイクル授業」  文：中村 文人（佼成出版社） 
 

＜小学校高学年＞ 
「茶畑のジャヤ」         作：中川 なをみ（鈴木出版） 
「ワンダー」           作：R・J・パラシオ 訳：中井 はるの（ほるぷ出版） 
「ここで土になる」        文・写真：大西 暢夫（アリス館） 
「大村 智ものがたり」      著：馬場 錬成（毎日新聞出版） 
 

＜中学校＞ 
「ABC!曙第二中学校放送部」    著：市川 朔久子（講談社） 
「白イルカの浜辺」        作：ジル・ルイス 訳：さくま ゆみこ（評論社） 
「生きる 劉連仁の物語」      作：森越 智子 絵：谷口 広樹（童心社） 

 夏山小学校では，教員補助の先生が図書館指導を手助け

してくれます。１年生は，図書室の本の配置や本の借り方

などを教えてもらいました。また，学期に１回全校の子が

お薦めの本を紹介する企画や，課題図書を紹介するなど楽

しい取り組みをしてくれます。 

 学期の終わりには，全校でビブリ 

オバトルを計画しています。好きな 

本の紹介を通じて子供たちの人柄が 

見えてくるのが楽しみです。 

ろが楽しみです。 

平成２８年度 学校図書館部 研究主題・重点目標 

豊かな心情を培い，主体的に学ぶ力を育てる 
⑴「読書の楽しさを知り，進んで読む態度を育てる」 
 ・読書興味を誘発する手だてを工夫し，読書意欲の高揚を図る。 

 ・読書の機会を意図的に設けて，その習慣化を図る。 

⑵「情報・メディアを活用する能力と自ら学ぶ意欲を育てる」 
 ・読書・メディアを正しく活用する方法を身に付けさせるために，学校図書館の利用指導を  

計画的に進める。  

・年間計画に基づき，情報・メディアを積極的に活用した教育活動の展開を図る。  

・学ぶ意欲を喚起する資料の整備・充実を図る。  

部長  中村 公治 （東海中） 
    近藤 嗣郎 （常磐東小） 
    牧野  守 （恵田小） 
 
指導員 豊永 晶子 （岩津中） 
 
世話係 丹下 知佐子（六ツ美北部小） 

杉浦 有子 （連尺小） 
伊藤 千世 （井田小） 
内藤利江子 （矢作東小） 
松本 友子 （宮崎小） 
河内 恵実 （矢作中） 
田村  舞 （竜南中） 

◎本年度の岡崎市教育研究大会は，9 月 2 日（金）です。今年も多くの実践レポートを発表していただき，
皆さんとともに図書館教育について考えていきたいです。 

◎本年度，愛知県学校図書館研究大会が，8 月 19 日（金）に，名古屋文理大で行われます。多くの先生
方の参加を期待しております。 


